
千葉中央博自然誌研究報告第 2 巻第 2 号： 133-143. 1993 年 3 月．

千葉県産ヤリタナゴ Tanakia lanceolata の水槽中の繁殖行動

石鍋壽寛I) ・望月賢二2) ・山下金義3)

II. 31 観音崎自然博物館

〒239 神奈川県横須賀市鶉居 4-1120

2) 千葉県立中央博物館

〒260 千菓市中央区青葉町 955-2

要 旨 千葉県産ャリタナゴ Tanakia lanceolata の水槽飼育下での繁殖行動を研究した．その基本的な行動

パターンは以下のとおりであった．産卵可能な状態にある雌がいる場合に，雄がマッカサガイ Inversidens

japanensis のまわりに縄張をつくる．ほかの雄や産卵可能状態にない雌が侵入した場合， chasing,finspreadｭ

ing, jerking, parallel swimming, rotated fighting と呼ばれる特徴的な闘争行動をとる．また，縄張を形成し

た雄は，頻繁に investigating と呼ばれる貝ののぞき込みを行なうが，この時体を水平にし，弓なりに曲げる

特異な姿勢をとる．縄張雄がこの姿勢でいる時に，ほかの雄が同じ姿勢で寄り添ってくる場合，追い払いなど

の闘争行動はとられない. investigating に続き，縄張雄は産卵可能雌に近付き，吻で雌の腹部を軽く 2,3 回

っつく．すると雌は頭を下にして静止する．続いて雄は反転し，雌を貝の方に誘導し，雌がそれに追従する．

貝のところで， 雌雄が水平・弓なりの姿勢で並んで investigating を行なう． このとき， ほかの雄が， inｭ

vestigating を行なっている雄の側に，闘争行動がとられることなく，次々と順序よく寄り添うように定位す

るのがしばしば観察された． その後，雌が出水管から産卵し，次いで縄張雄が入水管に向け放精する．続い

て，第 2 番目，第 3 番目の雄が順に放精するが，その後はすべての雄が人り乱れて放精する．このことから，

ャリタナゴの縄張は，第 1 番目に放精することを目的に形成されると考えられる．

キーワード：ャリタナゴ， Tanakia lanceolata, 繁殖行動，縄張， Cyprinidae.

タナゴ類はコイ科 Cyprinidae の純淡水魚であり，

わが国だけでも 15 種（亜種）を数える．そして，その

産卵習性は二枚貝の鰈に托卵するという特異なもので

ある． しかし，その繁殖行動についての研究は，わず

かにバラタナゴ Rhodeusocellatus (Regan) (長田• 西

山， 1976), イタセンパラ Acheilognathus longipinnis 

Regan (長田ほか， 1984), ミヤコタナゴ Tanakia

tanago (Tanaka) (秋山・小笠原， 1991) の 3 種につ

いてあるだけである．さらに関連論文としては，バラ

タナゴの産卵行動と産卵管の伸長リズムなどの関係に

ついての研究（宮藤 1980) がある．外国産タナゴ類

でも Rhodeus amarus (Bloch) についての繁硝行動が

報告されているだけである (Wiepkema, 1961). 

近年，千葉県中· 北部の少なからぬ場所で，利根川

水系産と推定されるヤリタナゴ Tanakia lanceolata 

(Temminck et Schlegel) が増加し， ミヤコタナゴ棲

息地のいくつかにも侵入している． このヤリタナゴの

侵入地では， ミヤコタナゴの棲息数の減少が観察され

ているが， ミヤコタナゴの主要な産卵床であるマッヵ

サガイ Inversidens japanensis (Lea) にヤリタナゴも

産卵するため，両種の間にマッカサガイをめぐる競争

関係が予想される．今後，ャリタナゴの分布域がさら

に拡大した場合には，天然記念物であるミヤコタナゴ

の生存に大きな影響を与えると推定される．そのた
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め，絶滅の危険があるミヤコタナゴの保護対策のうえ

からも，ャリタナゴの繁殖行動を明らかにし， ミヤコ

タナゴ・ャリタナゴとその産卵床であるマッカサガイ

の種間関係について研究するための基礎を築くこと

は，極めて重要になっている．

著者らは， ミヤコタナゴを中心とするタナゴ類の繁

殖行動の研究の一環として，千葉県印猫郡師戸川産の

ャリタナゴおよびマッカサガイを用い，その産卵行動

を観察する機会を得た．その結果，ャリタナゴの屈本

的な繁殖行動のパターンが明らかになり，その行動

が，従来知られていたタナゴ類のものとは異なった，

特異な点を持つものであったのでここに報告する．

材料と方法

本研究は 1988 年と 1989 年のそれぞれ 4~6 月に，

神奈川県横須賀市鴨居にある（社）観音崎自然博物館で

行なった．観察に供したャリタナゴとマッカサガイ

は，各年とも観察を開始する少し前の 3 月に，千葉県

印痛郡師戸川において採集した．

繁殖行動の観察は，主に昼間行なった．できるだけ

長時間注意深く見守り，行動が起こりそうになった

ら，主にビデオで録画する方法で記録し，後日その記

録を解析した． ビデオの総収録時間は約 80 時間であ

る．
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観察に用いた水槽は， 180X60X60 cm のガラス水

槽である． 水槽には， 「大磯砂」として販売されてい
る，直径が約 7mm の砂を，約 5cm の厚さに均ーに'
敷き，底面漉過法により漉過を行なった．水槽の中央

より後部に， カナダモ Elodea canadensis Michaux 

を植え込んだ．水槽は，自然光による明るい室内の窓

近くに骰かれ，人工光線による照明は行なわなかっ

た．

できるだけフィールドに近い条件で本研究を行なう

ため，観察水槽には原則としてャリタナゴの雄 10 個

体，雌 5 個体，マッカサガイ 3 個体の組み合わせで収

容した． このセットでは，産卵可能状態にある雌は通

常 1~2 個体であり， 2~3 週問に 1~2 回程度しか産

卵行動が観察されない．そのため，予備飼育中のもの

から産卵可能状態にある雌 1~2 個体を取りだし，観

察水槽中の産卵可能状態にない雌と置き換え，できる

だけ高い頻度で産卵行動が観察されるようにした．マ

ッカサガイは水槽中央に横ー列に 50 cm の距離をと

るように配置した．

また，観察用水槽と同じものを 1 個用意し，雌約 30

個体，雄約 10 個体を収容し，予備として飼育した．飼

育用の餌は，市販のテトラミンのほか，セスジユスリ

カ Chironomus yoshimatsui Nartin et Sublette の幼

虫であるアカムシとイトミミズ類 Tubificidae を用い

た．また，マッカサガイの予備飼育は， !20X45X45

cm の水槽で，「大磯砂」を 5cm の厚さに敷き，底面

漉過で行なった．

繁殖行動の各パターンの名称は， 原則として Wie­

pkema (1961) に従った． ただし，雌が出水管に産卵

管を挿人し，産卵に至る行動に対してつけられた

"touching" の呼称は，日本産タナゴ類についての既

報の論文でも用いられているが，この行動が産卵を目

的に行なわれることを考慮するとふさわしくないの

で，本報告では "spawning" を使用する．

結果

ャリタナゴの繁殖行動は，基本的に以下の 2 つから

なる．第 l は，雄がマッカサガイの周囲に縄張を形成

する行動である．第 2 は，縄張を持つ雄が雌を誘い，

産卵させる行動である．ただし，雄が縄張を形成しな

いまま雌を誘い，産卵に至る場合がある．また，雄の

誘いがない状態で，雌が "investigating" と呼ばれる

貝をのぞき込む行動を開始し，雄が続いて in­

vestigating 行動をとり，産卵に至る場合がある．

1. 縄張形成と闘争行動パターン

縄張は，原則として産卵管を充分に延ばしている産

卵可能な雌が，水槽内に存在する場合に形成された．

そのような雌がいない場合には，縄張形成はもちろ

ん，求愛行動も見られなかった．また，通常縄張は，

最も強く婚姻色が現れている最大の雄個体により形成

された． この縄張を守る闘争行動は， ほかの雄の個体

に対してとられる．また，発情していない雌に対して

も多くの場合とられるが，無視することもある．また，

時に発情している雌に対してもとられることもある．

この縄張形成に伴う闘争行動の概要は，表 l および図

l に示した．

縄張行動は， 1~3cm 離れたところから貝をのぞき

込む， investigating 行動をとることにより始まる．

このとき，体は水底に対しほぼ平行で，水平に保たれ

るとともに，弓なりに曲げられているのが特徴である

（図 lA). このとき，通常たたまれているヒゲが，貝の

入水管の方向にまっすぐに延びている．また，複数の

マツカサガイに縄張を形成する場合には，中心となる

貝があり，そのほかの貝は時々のぞき込む．そして，

縄張中にあるマッカサガイにほかの雄や未発情の雌が

近付くと， "chasing" と呼ばれる飛びかかるような追

い払い行動をとる（図 1B). これにより，侵入雄が縄

張圏外に去った場合には，追い払いはそれで完了す

る．そして，再びマッカサガイの所に戻り， in­

vestigating 行動をとる． また，縄張雄が体を弓なり

にした状態で investigating 行動をとっているとき

に，ほかの雄個体が侵入し，縄張雄に寄り添うように

同一姿勢をとった場合には，縄張雄はその姿勢でいる

間は，侵入雄を追わない．しかし， 2~3 秒間続くこの

姿勢が終了したときには，多くの場合追い払うが，時

に放置することもある．

investigating 行動中に，縄張雄は前進し，人水管

直上部を通過し，回り込むようにして元の位置に戻

り， investigating 行動を再開することがある． この

とき腹部が入水管近くを通り，放精行動に類似した行

動になっている． しかし，放精が行なわれているかど

うかは不明である． また，複数の雄が investigating

行動をとっている場合には，縄張雄がこの放精類似行

動をとった後，ほかの雄が順に同様の行動をとること

がある． しかし，縄張雄だけがこの行動をとり，ほか

の雄が続いて行動を開始する前に，縄張雄により追い

払われる場合もある．

chasing により侵入雄が逃げなかった場合には，基

本的に "finspreading" (図 lC), "jerking" (図 lD),

"parallel swimming" (図 1 E), "rotated fighting" 

（図 lF) の 4 型の行動がとられる．通常は，この 4 型

の行動のうち，威嚇行動である fin spreading が最初

にとられる．この行動に当たり，縄張雄・侵入雄とも，

すべての鰭を最大限に広げるとともに，鯉蓋部と胸部

を鮮紅色に，腹部下面を鮮黒色に変化させる． この状

態で，両者は 1~2 秒の間，通常 2~3cm またはそれ

以上の距離をおき，自らを誇示するように静止する．

この静止状態には 3 型ある．第 l は，両者が体を水平

にし，同じ方向を向く（図 lC此第 2 は，第 l の状態
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表 l. 日本産タナゴ類の基本的縄張行動の比較． ＋：観察された場合． 一：観察されない場合．空白欄：原論文に記載なし．（ガ）：ガラス水梢．（コ）：コンテナ．

Tanakia lanceolata 
（本研究）

Acheilognathus longipinnis 
（長田ほか, 1984) 

Tanakia tanago 
（秋山ほか, 1991) 

Rhodeus ocellatus 
（長田ほか， 1976)1)

-
1
3
5
 1
 

観察装岡

個体数

縄張行動の有無

Investigating の姿勢

Chasing 

Fin spreading 

・両者の位置と体の角度

・頭と体の動き

・鮒の状態

・継続時間

・次の行動

Jerking 

・両者の位置と体の角度

・頑と体の動き

・鰭の状態

・継続時間

・次の行動

ヵ，'ラス水槽 (180x 60 x 60 cm) 

雄 10, 雌 5

+/-

水平，｛本は弓なり

+ 

+ 

• 水平・平行で同方向または逆
方向を向く，または平行・同
方向で 30 度下方を向く

• 静止

・すべての鰭を大きく広げる

• 1~2 秒

• chasing, jerking まれに par­
allel swimming 

+ 

・イ本が接する位置で平行にな
り，水平または 30 度下方で，
同方向を向く
・体前半部を左右に振る

・すべての鰭を大きく広げる

• 1~2 秒．時に 5 秒

• chasing, parallel swimming 
まれに rotated fighting 

コンクリート水槽
(400 X 200 X? cm) 

2 歳魚雄 7,
l 歳魚雄 3,

+ 

+ 

旦閏

head-down posture 

+ 

+ 

• 水平で，侵入雄の前面に値角
か，水平で，同方向を向く

・体を左右に大きく揺する

・すべての鰭を大きく広げる

・あまり継続されず，次に移行

• jerking 

・イ本が密着する位置で水平・平
行で，同方向または逆方向を
向く

・体を急激に左右に大きく揺す
る

• 各鰭をいっぱいに広げる

• rotated fighting 

ガラス水槽 (60X 30 X 36, 
45X45X30 cm) 

コンテナ (60x 60 x 36 cm) 
雄 100, 雌 100 (ガ）
雄 2~3, 雌 2~5 (コ）

＋／ー（ガ），＋（コ）

head-down posture 

+ 

+ (parallel swimming に次い
で多い）

ガラス水槽 (60x 30 X45 cm) 
ため池 (700 平米）

各亜種雌雄 5 ずつ，計 20

+ 

head-down posture 

+ 

+ 

・平行または侵入雄の前面に直
角

・停止

・背鰭と臀鰭を広げる

十 2)

・平行

・体を大きく左右にゆする

・背鰭と臀鰭を広げる

• 1-2 秒

• head butting 
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表 1. 続 き

Tanakia lanceolata 
（本研究）

Acheilognathus longipinnis 
（長田ほか， 1984)

Tanakia tanago 
（秋山ほか， 1991)

Rhodeus ocellatus 
（長田ほか， 1976)11

Rotated fighting 

・両者の位置と体の角度

・回転方向

・回転数

・頭と体の動き

・鯖の状態

・継続時間

・次の行動

1
3
6
 1
 

Parallel swimming 

・両者の位置と体の角度

・頑と体の動き

・鮪の状態

・遊泳距離

・遊泳方向

・次の行動

極まれに見られる

・体が密着する位置で，同方向
を向き，片方が他方のやや前
にでる

・先行する方が内側になりあら
ゆる方向

• 1 回未満が多い

・頭部を左右に振る

・すべての鰭を大き＜広げる

• 2~3 秒

• chasing, parallel swimming 

まれに見られる

•2cm 以上離れ， 平行・同方
向で，水平または 30 度下方
を向く
・滑べるように泳ぐ

・すべての鰭を大き＜広げる

• 2~3 cm 浮き上がった後， 15
~JOO cm 遊泳する

• 前方

・闘争行動の終了，時に fin
spreading または jerking

普通に見られる

・体が密着する位置で平行にな
り同方向または逆方向を向く

•水平方向

• 1 回未満が多い

・体を左右に振る

・すべての鰭を大き＜広げる

• jerking または
swimming 

もっとも頻繁に見られる

•5cm 以内の位置で平行・同
方向を向く

parallel 

・体を左右に振るわせる 遊泳
速度の速い場合と，遅れて吻
突きをする場合あり
・すべての鰭を大き＜広げる

• 100 cm に達する場合あり

・様々な方向．間隔を広げなが
り下降し，着底寸前で頭を少
し下げ，左右に分かれ少し前
進する行動が頻繁
・闘争行動の終了または jerk­
ing 

もっとも頻繁に見られる

しばしば見られる

・イ本が密着する位置で平行にな
り，同方向または逆方向を向
< 
・先行する方が内側になり，水
平または垂直方向

・頭部を左右に振る

・約 10 秒 (1~26 秒）

• rotated fighting または head
bu ting 

2 回観察された

• 1 cm 間隔で，
を向く

平行・同方向

・体を左右に振るわせる

・背鰭・臀鰭を広げる

・約 15 cm 

•前方

E
聖
聴
涵
・
阻
H
虚
I

．
巳
F
吟
歯

＋（観察例少ない）

・吻突き行動および吻を押し付
けあいながら左右に回転

• 10~30 分

• Parallel swimming の合間
に行なわれる

＂亜種関係にあるタイリクバラタナゴ R. o. ocellatus と二：ポンバラタナゴ R. o. kurumeus を混在させ，実験に供している．
2) 著者は， threat 行動として記載しているが，内容から jerking 行動を含むと判断し，両行動に分けた．

Head butting 

・基本行動

・継続時間

・次の行動ほか

+ 

・正面または斜めからの吻突き
行動

• rotated fighting に移行



千葉県産ヤリタナゴ Tanakia lanceolata の水槽中の繁殖行動
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図 1. ャリタナゴ Tanakia lanceolata の縄張をめぐる基本的闘争行動パターン. A: 縄張雄が体を水平・弓
なりにし，貝をのぞく (investigating). B: 縄張雄が侵人雄に飛びかかるようにして追い払う (chasing). C: 
平行に位置し，すべての鰭を大き＜広げ，静止するが，このとき (I) 体が水平， (2) 頭部を約 30 度下げる， (3)
逆向きになるの 3 型がある (fin spreading). D: 平行に位置し，体前半部を左右に振るが， このとき (1) 体が
水平と (2) 頭部を約 30 度下げるの 2 型がある (jerking). E: 平行に位置したまま前方に泳ぐが， このとき (1)
体が水平と (2) 頭部を約 30 度下げるの 2 型がある (parallel swimming). F: 平行に位置し，先行した方が内
側になるように回転する (rotated fighting). 太短黒矢印：頻繁に観察される移行パターン．太短白抜き矢印：
時々観察される移行パターン．中太矢印：まれに観察される移行パターン．細線矢印：極めてまれに観察され
る移行パターン．

に似ているが，頭部を約 30 度下方に向けて静止する

点で異なる（図 lら）．第 3 は，第 l の型に似るが，両

者が逆の方向を向く点で異なる（図 IC立これらの行

動により，侵人雄が鰭をたたむと，縄張雄は chasing

行動に移り，侵入雄を縄張外に追い出すことにより威

嚇行動は終了し， investigating 行動に戻る．縄張雄

が鰭をたたんだ場合には，両者の立場が入れかわり，

縄張雄は前述と同じ行動パターンにより追われ，新し

い縄張雄ができる． この行動により決着が付かない場

合には， jerking 行動に移ることが多い．まれに par­

allel swimming 行動に移ることがある．

jerking は，互いに頭部を同じ方向に向け，体は水

平あるいは約 30 度下方を向き， 平行に位岡し，体が

接するかそれに近い距離をとる（図 lD1,2). この状態

で，互いに｛本前半部を左右に振ることにより闘争が行

なわれる． このとき，鰭と体色は fin spreading のと

きと同じである． この行動は，通常 1~2 秒で決着が

付くが，時には 5 秒程度続＜こともある．この結果，

ー方が鰭をたたむと，他方が chasing により鰭をたた

んだ方を追い， investigating 行動に戻る． これによ

り決着がつかない場合， parallel swimming 行動に移

行することが多いが，まれに rotated fighting 行動に

移行することもある．

parallel swimming は，互いに 2~3cm またはそ

れ以上の間隔で平行に位置したまま，水平または頭部

を 30 度下方に向けた状態で，前方に 15~100 cm の

距離を泳ぐ間，互いに自らを誇示する行動である． こ

のとき，すべての鰭はそれまでと同様に大き＜広げら

れている．体色も同様である． また， この行動に移行

するときには， それまでの闘争位置から 2~3cm 程

度浮き上がるとともに，ほとんど鰭を動かすことな

く，滑べるように泳ぐ． しかし，遊泳距離が長くなっ

た場合には，尾部をわずかに左右に振る動作が認めら

れる．また，頭部を下げた状態で始まった場合で，遊

泳距離が長くなった場合，途中から頭部を上げ，体が

水平になる．この行動は，互いに分かれることにより

決着がつく．そして，一連の闘争行動はこのまま終了

し，侵人雄は去り，縄張雄は investigating 行動に戻

ることが多い． しかし， fin spreading または jerking

行動が再開されることもある．

rotated fighting 行動は， jerking 行動が未決着の

場合にそれに引き続いて起こるが，前述のとおりこの

行動がとられることは極めてまれである．この行動

は，互いに体を密着させたまま，片方が先行し， もう

ー方がやや後ろに位置した状態で，どちらも頭部を左

右に振りながら，先行した方が内側になるように回転
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表 2. 日本産タナゴ類 4 種の基本的産卵行動の比較

Tanakia lannceolata 
（本研究）

A cheilognathus longipinnis 
（長田ほか， 1984)

Tanakia tanago 
（秋山ほか， 1991)

Rhodeus ocellatus 
（長田ほか， 1976)

雌への働きかけ

・雄の行動

・雌の反応

・吻で雌の腹部を 2, 3 回つつ
< 
・頭部をほぼ垂直に下げて，静
止する

leading, following 

・雄の行動

・雌の行動

investigating 

・雄の行動

・雌の行動

• ほかの雄の行動

spawning 

・雌の行動

skimming 

・雄の行動

• ほかの雄の行動

•U ターンし，鰭をたたみ，体
を震るわせ，貝の方に泳ぐ

・追尾する

・弓なり• 水平にした体を裳わ
せながら，鰭をわずかに開閉
し，入水管側からのぞ＜
・雄の体の膨らんだ側にそっ
て．同様に体を曲げて並び．
貝をのぞ＜

|
 1
3
8
 1
 

•第 1 位の雄にそって並び，貝
をのぞ＜．以下同様に定位す
る

・人水管側から近付き，
ま産卵し，立ち去る

そのま

・雌に突きかかる

・停止するか，停止したまま突
かれる方へ浮き上がる

・体を小刻みに震るわせ貝の方
向に泳ぐ
・追尾する

・イ本や鰭を震るわせながら，斜
め上方からのぞき，その後，
pre-skimming 行動に入る

・雄の後下方位置し，雄の pre­
skimming の後に， headｭ
down posture の姿勢をとる

・貝の「背側」から，体を沈め，
産卵する

・鰭をたたみ，体を小きざみに
震るわせ，貝の方に泳ぐ

・追尾する

・入水管側からのぞ＜

・雄に並ぶ

・入水管側から近付き，頭部を
下げ， 180 度回転した後産
卵する

・追い払い

ｷ 停止

・体をひるがえし，貝の方に泳
ぐ

・追尾する

・すべての鰭を小刻みに開閉
し，体を小刻みに震るわす

・雄の後下方に位置し， head­
down posture の姿勢の後．
体を貝の長軸に対し 90 度ま
わす

主
整
導
涵
・
阻
H
浅
1
1
．
三
F
命
紫

・雌を追い払い，複数I.ill放粘す
る

・縄張雄に撃退される．侵人個
体数が多いと集団放精になる

・雌を追い払い，複数回放精す
る

・近付くが．追い払われること
が多い．集団放精になること
もある

・入水管側から近付き，放精す
る

•第 l 順位の雄に続き，第 3 順
位まで並んだ順に放精し，そ
の後集団放粕する

・体を貝の長軸に一致する位置
まで回転させ，出水管の直上
を突進する間に産卵する

・頭部を下にし，近付き，出水
管に腹部を近付けて放精する



千葉県産ャリタナゴ Tanakia lanceolata の水槽中の繁殖行動

` 

図 2. ャリタナゴ Tanakia lanceolata の産卵行動パターン. A: investigating. B: 縄張雄が発情雌に近付
<. c: 雄が雌の腹部を 2, 3 回つつく. D: 雄につつかれる前に，逃げ出す (fleeing), E: 雌は頭部を下げて
静止する. F: 雄が各鰭をたたみ気味にし，体を簑るわせ，貝の方へ雌を誘導し，雌が追尾する (leading and 
following). G: 雌雄で investigating に入る. H: 非縄張雄が investigating に順に参加する. I: 
spawning. J: 縄張雄が放精し，続いて第 2, 3 順位の雄が順に放精する (skimming), K: 集団放精になる．
L: spawning. M: 縄張雄が放精する (skimming). N: 雌が独自にマッカサガイに近付き， investigating を
行なう. o: 雌が investigating をやめて立ち去る．白抜き個体：雄．黒個体：雌．太短矢印：頻繁に観察さ
れる移行パターン．中太矢印：普通に観察される移行パターン．細線矢印：まれに観察される移行パターン．

する泳ぎである． この回転はあらゆる方向をとり， l 

回転未満で， 継続時間は 2~3 秒の場合が多い． この

行動で，ー方が鰭をたたんだ場合， chasing 行動によ

りたたんだ個体は追われ，たたまなかった方は inves­

tigating 行動に移行し，終了する．決着が付かない場

合には， parallel swimming に移行する．

以上の縄張の形成に伴う各闘争行動の移行関係は，

図 l に示した．この図から分かるとおり，闘争行動は

chasing から開始される．ほとんどの場合， この行動

をとることにより決着がつく． これで決着がつかない

場合には，すべて fin spreading に移行する． この場

合，侵入雄（希に縄張雄）が鰭をたたみ， chasing に

より追われて闘争が決着することが多い． しかし，決

着がつかない場合がある．この場合 jerking に移行

し，負けた方が chasing により追われる. jerking で

も決着が着かない場合は， parallel swimming に移行

する．これら以外の闘争行動の移行パターンは，極め

て少ない．

2. 産卵行動パターン

ャリタナゴの基本的産卵行動は，次の 6 段階からな

る. (I) 雄がマッカサガイをのぞくような investigat—

ing 行動をとる（周囲に縄張をつくっていることが多

い）， (2) 雄が発情中の雌に近より，吻で雌の腹部を 2,

3 回軽くつっき，雌は頭部を下げて静止する， (3) 雄は

回り込むように U ターンし，雌をマッカサガイの方

に導き (leading), 雌が追尾する (following), (4) マッ

カサガイの所で雌雄が体を水平にし，かつ弓なりに曲

げて定位し，貝に対し investigating 行動をとる， (5)

雌がマッカサガイの出水管から産卵する (spawning),

(6) 雄が人水管にむけ放精する (skimming). この概要

は表 2 および図 2 に示した．各段階の詳細は以下のと

おりである．

(I) 前項で述べたとおり，水槽内に産卵管を長く伸

ばした発情雌がいる場合に，雄はマッカサガイをのぞ

< investigating 行動をとる（因 2A). この時，この

雄は縄張を形成していることが多い．

(2) 次いで，雄はマッカサガイから離れて雌を捜す

行動をとる．産卵可能な雌が見つからない場合には，

再びマッカサガイの所に戻る．見つかった場合には，

雄から雌に近付いて行き（図 2B), 吻で雌の腹部を軽

く 2~3 回つつく行動をとる（図 2C). 時には，縄張を
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持たないままただちに雌に対するこの行動を起こす

こともある．腹部をつつかれた雌は，雄の行動に反応

し，ただちに頭部を垂直に近い位置まで下げ，静止す

る（図 2E).

しかし，誘われた雌が頭を下げる姿勢をとらずに，

fleeing と呼ばれる雄からの逃避行動をとることもあ

る（図 2D). 雌に逃げられた場合には，雄はマッカサ

ガイの所に戻り，再び雌を誘う行動をとるか， in­

vestigating 行動をとる．

(3) 雄は雌の腹部をつついたあとただちに反転し，

背鰭，臀鰭，腹鰭をほぼたたんだ状態で，頭部と尾部

を中心に体全体を小刻みに震わせながら，雌を誘うよ

うにして，マッカサガイの方向に戻る leading 行動を

とる．腹部をつつかれ頭部を下にして定位した雌は，

雄の leading に従いマッカサガイの所へ行く (follow­

ing) (図 2F). この時の leading による移動距離は長

い場合には， 100 cm を越える．

(4) ついで，雌雄でマツカサガイに対し inves­

tigating 行動をとる （図 2G). 雄はマツカサガイの

人・出水管を通る軸上に頭部を位置し，入水管側から

のぞき込む． この時，頭部を中心に｛本全体を小刻みに

震わせる．また，体を弓なりに曲げるため，体がこの

軸に対しほぼ直角になる．体がこの軸の右側に定位し

た時には，体の左側を膨らませるように弓なりにな

る．左側に定位した時には，右側を膨らませるように

曲げる． この investigating 行動中の体色やヒゲの方

向は，縄張行動の所で述べたのと同ーである．ただし，

leading 行動に続< investigating 行動の場合，縄張

行動の際と異なり，背鰭，臀鰭，腹鰭をたたみぎみに

して，これらの鰭をわずかに立てたり，たたんだりす

る動きを繰り返す．ついで，雌は雄の体の膨らんでい

る側に，頭を少し下げた状態で寄り添うように定位す

る（図 2G). そして，両者は雌が寄り添った方向に回

転しながら移動しつっ，次第に雌が雄より前に出てく

る．

この investigating 行動中に，他の雄が参加してく

ることが多い（図 2H). 参加数は 2~5 尾であること

が多い． この時，後から加わった雄は，既に定位して

いる雄と同じ方向に体を曲げ，その雄の体に寄り添う

ように定位する．第 3 番目，第 4 番目など，次々に雄

が加わってくるときには，同じく第 2 番目，第 3 番目

など，その直前に加わった雄に規則正しく寄り添う．

このときに，後から加わった雄が，当初の雄と反対側，

すなわち雌の側に寄り添うことはまれである． これら

途中参加個体に対し，当初の雄または雌から，妨害を

受けることはない．途中参加雄間での闘争行動も認め

られない．また，途中参加行動において，高順位をと

るような割り込み行動は観察されなかった．

この段階で雌が行動を中断し，泳ぎ去ることがある

（図 20). 残った雄は，しばらくの間 investigating 行

動を続けるが．当初の縄張雄が後から加わった雄を

chasing 行動により追い払うことが多い．そして．再

びこの雄により縄張が再形成・維持され，産卵行動に

移る． しかし，特に目立った行動が無いまま解散し，

しばらくの間縄張形成・産卵行動が起こらない場合も

ある．

leading 行動において雌の追尾が遅れた場合には，

雄は単独でマッカサガイの入水管に向け，後に述べる

放精行動と類似の行動とることがある． この場合，行

動中に雌が貝のところに定位した場合には，行動後．

ただちに investigating の位置まで後ずさりし．雌と

ともに investigating 行動に移行する．雌が，雄の行

動終了時までに到着しない場合には，貝の上を通過

し，回り込んで investigating の位置に戻り，定位す

る． このとき放精しているかどうかは不明である．

(5) 前項の investigating 行動に引き続き，雌は回

転しながら前に出て，入水管側から貝の出水管に近づ

＜．そして，出水管に産卵管の基部を差し込む．卵が

排出されるのにともない産卵管は出水管内に深く挿入

されてゆく．最終的に産卵管はほぼ完全に出水管内に

挿人され，卵が産み出される（図 2I, L). 卵を産み出

す時には，雌親は口を大き＜開け，尾部を上方にそら

す．卵の産み出しには約 1 秒，産卵管を出水管に挿入

し始めてから終了までは約 2 秒かかる．このとき，雄

は当初の位置に待機するように定位し，特に顕著な動

きはない．

産卵行動を起こした場合でも，産卵管が出水管の中

に入らずに，失敗する場合もある． この場合，卵は放

出されない．そして，雌はただちにその場所から立ち

去る場合と，反転し雄の後方から周り込み，雄の間に

割り込み，再び investigating 行動に移る場合もあ

る．この場合は再び産卵行動をそこから再開する．

産卵終了後，出水管から卵が吐き出される場合があ

る． この場合には，その卵をめがけてすぺての個体が

寄り集まり，食べてしまう．

(6) 雌は，産卵が終了すると，マツカサガイから離

れる．雌がマッカサガイから離れると， ただちに第 l

番目の雄が人水管側から近づき，人水管めがけて放精

する（図 2J, M). そして，ただちに反転し，待機中の

雄の群の後方に向かう．第 1 番目の雄が放精位置を離

れると，ただちに第 2 番目の雄が第 1 番目と同様に放

精し，ついで待機雄群の後ろに回り込む．続いて，第

3 番目の雄が同様に放精するが， それが終了した後に

は，既に放精した雄を含め，複数の雄が入り乱れて放

精を行ない（図 2K), 順位は守られない．

(7) 産卵行動において，雄が雌を誘うことによって

開始される場合が多いが，時に雄の誘いがないまま

に，雌が単独で産卵行動を開始する場合がある（図

2N). 

この場合，発情雌は単独で investigating 行動を開

-140-



千葉県産ヤリタナゴ Tanakia lanceolata の水槽中の繁殖行動

始する． このとき，そのマッカサガイに対して縄張が

形成されている場合でも，縄張雄にその行動を妨害さ

れることはない．縄張が形成されている場合，縄張雄

は investigating 行動中の雌に近付き，前記産卵行動

パターンの第 4 段階として示した行動に移る．縄張が

形成されていない場合には，いずれかの雄が雌に従

い，同様に第 4 段階の行動を開始する．これらの場合

には，その後の行動は前述の基本的産卵行動パターン

第 5•6 段階どおりである．

この雌が単独で産卵行動を開始した場合でも，雌が

途中で investigating 行動を中断する場合もある．

また，ある雄が縄張を形成しているときに，ほかの

雄が発情中の雌に近づき，求愛行動をし，産卵に至る

場合もあった．この場合．縄張雄は第 2 順位あるいは

それ以下の放精順の位置をとり，産卵やほかの雄の放

精を妨害することはなかった．

考 察

ャリタナゴの繁殖行動は，すでに研究報告のあるタ

ナゴ類 3 種と比べ，いくつかの点で大きな違いが認め

られた．以下，イタセンパラ（長田ほか， 1984), ミヤ

コタナゴ（秋山・小笠原， 1991), およびバラタナゴ

（長田•西山， 1976) との報告内容の比較において，

ャリタナゴの繁殖行動の特徴について検討した．これ

らタナゴ類の繁殖行動は，表 l と表 2 に，ャリタナゴ

の結果とあわせて示した．

1. ャリタナゴの縄張の特徴

ャリタナゴでは，縄張を形成しないまま，産卵に至

る場合のあることが観察された．また， investigating

行動中の縄張雄に対し，ほかの雄が同様の姿勢で侵入

し，縄張雄より下位に定位した場合には， chasing に

よる追い払い行動が見られなかった．さらに，縄張雄

がいるにもかかわらず，非縄張雄が雌を誘い，産卵に

至る場合，縄張雄はそれを妨害せず，第 2 順位以下の

位置から放精に参加することも示された． これは，独

占的な縄張をもつほかのタナゴ類に比べ，ヤリタナゴ

の繁殖行動に伴う縄張が不完全なものであることが明

らかになった．

また，ャリタナゴの繁殖行動において，発情雌がい

ない場合には，雄は縄張を形成しない．さらに，産卵

時に，縄張雄は，非縄張雄が縄張雄の下位に定位・放

精することを妨げないことや，縄張雄は，第 1 回目の

放精の後，待機中の雄の後ろに回り込み，集団放精の

段階で再度放精行動に参加することなどの特徴をも

つ． これらの特徴は，ャリタナゴの縄張が，独占的放

精権を狙ったものではなく，むしろ第 1 順位の放精権

を獲得するためであると考えられる． これは，侵入個

体数が多すぎ，追い払いができないために集団放精に

なるイタセンパラやミヤコタナゴと異なり，ャリタナ

ゴの繁殖が基本的に集団放精によるものであることを

示していると推定される．

この，集団放精において，第 2 順位以下の雄は，第

1 順位である縄張雄の下位に， 参加した順に定位し，

入り乱れての集団放精になる前に，少なくとも第 3 順

位の雄まで順番に放精する． このことは，結果として

集団放精であるが，その放精行動の中に，一定のルー

ルが存在することを示している．また，雌を伴わない

investigating 行動中の縄張雄に対し， ほかの雄が同

様の姿勢で侵入し，縄張雄より下位に定位した場合に

は chasing 行動が見られないが，これは雌を伴った産

卵前の investigating 行動と同ーの行動パターンであ

ることと深く関連していると推定される．

2. investigating 行動時の姿勢

ャリタナゴは，縄張維持中の雄の場合と産卵前の雌

雄の場合のどちらの場合も， investigating 行動時の

姿勢は弓なりにした体を水平に保持しており， head­

down posture と呼ばれる逆だち姿勢をとるイタセン

パラ， ミヤコタナゴ，バラタナゴなどとは明らかな違

いが見られた． これは，ャリタナゴの重要な特徴であ

る可能性があるが，どのような意味があるのかについ

ては今後の研究を待ちたい．

3. 縄張をめぐる闘争行動

縄張をめぐる闘争行動においては，いくつかの点

で，従来知られていたタナゴ類と異なった結果が得ら

れた．

fin spreading においては， イタセンパラとバラタ

ナゴでは，互いに平行に定位する場合とともに，侵入

雄に対し直角に位置し，体側でその前進を阻むように

定位する場合のあることが観察されている． しかし，

ャリタナゴでは，直角に定位する例は観察されなかっ

た．ー方ャリタナゴでは，縄張雄と侵入雄が，ともに

約 30 度の角度で頭部を下げ，平行に並ぶことがある

のが観察されたが，イタセンパラやバラタナゴでは，

このような例は報告されていない．また，平行に並ん

だ場合，ャリタナゴでは逆向きになる場合があった

が，イタセンパラとバラタナゴではそのような例は報

告されていない．

jerking 行動では，ャリタナゴで体が 30 度下方を

向く例があったが，イタセンパラでは観察されていな

い．また，イタセンパラでは，体が逆向きになる例が

観察されたが，ャリタナゴでは観察されなかった．ま

た， この行動の後， ャリタナゴでは parallel swimｭ

ming に移行することが多かったが， イタセンパラで

は rotated fighting 行動，バラタナゴでは head butt — 

ing 行動に移行する．

rotated fighting は，ャリタナゴではまれにしか観

察されなかったが，イタセンパラでは普通に，バラタ
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ナゴではしばしば観察されている．また，イタセンパ

ラとバラタナゴでは，体の位置が互いに逆向きになる

例が報告されているが，ャリタナゴでは観察されな

かった．また， この行動の継続時間は，ャリタナゴと

バラタナゴでは，違いがある可能性がある． この行動

で決着が着かない場合，ャリタナゴでは parallel

swimming に移行するが，イタセンパラでは jerking

または parallel swimming に，バラタナゴでは rot—

ated fighting または head butting に移行する．

parallel swimming 行動は，ヤリタナゴではあまり

観察されていないが，イタセンパラやミヤコタナゴで

はもっとも頻繁に起こる闘争行動である． この行動に

おいて，ャリタナゴでは体を顕著に動かすことはない

が，イタセンパラやバラタナゴでは， 1本を左右に振わ

せるなどの動きを伴う．また，ャリタナゴやバラタナ

ゴでは前方に進むが，イタセンパラでは様々な方向に

進む点で異なる．

head butting はヤリタナゴとイタセンパラでは観

察されていないが， ミヤコタナゴとバラタナゴでは観

察されている．特に， ミヤコタナゴでは 10~30 分間

続<.

以上のように，縄張をめぐる闘争行動では，基本的

な点ではよく類似していたが，姿勢，移行パターン，

出現頻度などの点で，本研究と従来の研究報告の間に

違いが認められた． しかし，それぞれの実験条件の設

定が異なることや，観察結果の定量的解析がなされて

いないため，詳細な比較検討は困難である．

また，ャリタナゴでは， fin spreading 行動中，体は

静止していたが，長田ほか (1984) では， fin spreadｭ

ing に当たる threatening 行動として，イタセンパラ

では体を左右に大きく揺すると書かれている． この1本

を左右に揺する動きは本来 jerking の特徴であり，こ

の長田報告では fin spreading (threatening) 行動を

jerking 行動と混同しているのか， あるいは jerking

とは異なる独立した fin spreading (threatening) 行

動として認められるのかを明記していないため， ここ

でその違いについて論じることはできない．

4. 産卵行動

前述した skimming 行動を除く産卵行動の比較結

果は以下のとおりである．

ャリタナゴの産卵行動における雄から雌への働きか

けの方法が，腹部を 2,3 回つつく行動であり，雌はそ

れに対し頭部を下にして静止するものであった． これ

に対し，イタセンパラでは，雄が雌に突きかかり，雌

は停止するかまたは停止したまま突かれる方に浮き上

がる行動をとる．バラタナゴでは，雄の突きかかりと，

雌の停止行動からなる． これらの点で，ャリタナゴは

他の 2 種と明らかな違いを示した．

ャリタナゴの場合，雌は入水管から近付き，そのま

ま産卵する．ー方ミヤコタナゴでは，人水管に近付い

た後，体を 180 度回転させ，侵入時とは逆向きになり

産卵する． この点で，両種間で明らかな違いがある．

以上のように，タナゴ類 4 種の産卵行動において，

大筋ではよ＜にていたが，いくつかの童要な点で，ヤ

リタナゴはほかのタナゴ類と明らかに違っていた．特

に，雄の雌への働きかけの方法と雌の反応のし方， in­

vestigating 行動における姿勢， investigating から

skimming にいたる縄張雄とその他の雄の行動，産卵

時の雌の姿勢などの点があげられる．
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Reproductive behavior of Tanakia lanceolata 
(Temminck et Schlegel), subfamily Acheilognathiｭ
nae, family Cyprinidae, from Chiba Prefecture, 

Japan, was studied in a glass aquarium, in which 

10 male and 5 female individuals of the fish and 3 

mussels, Inversidens japanensis (Lea), were kept. A 
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male often defended an area around 1 ー3 mussels as 

territory when a ripe female ready to spawn was 
present, and the characterized defending behaviors 

such as chasing, fin spreading, jerking, parallel 

swimming and rotated fighting were observed 

when the other male(s) and/or unripe female(s) 

invaded the area. The owner of the territory freｭ
quently investigated the mussel(s) at its exhalant 

siphon with a horizontal and bending posture, and 
the posture is unique in the subfamily. When the 

owner investigated, the other male(s) often joined 

the owner in investigating orderly and oriented 

parallel to the preceding male with the same posｭ

ture, and this behavior is also very unique in the 

subfamily. After investigating, the owner came 
close to the ripe female and pecked the female's 

abdomen by snout 2 or 3 times. If the female had 

a head-down posture and kept still, the male leaded 

the female to the mussel and the female followed 
the male. The two fishes investigated the mussel 

at its exhalant siphon with the horizontal and 

bending posture, when the male's body was 

shaken, and the other male (s) often joined the 

owner and the ripe female in investigating orderly 

and oriented parallel to the preceding male with 

the same posture. Then the female spawned eggs 
into the mussel through the exhalant siphon, and 

the owner of the territory successively skimmed 

just over the inhalant siphon to spend spermatic 

fluid. The second male spent after the owner, and 

the third after the second, and then all males did in 

a group. According the above observation, it is 
supposed that the male defended an area around 

the mussel(s) to spend spermatic fluid first. 
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